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大竹市 危機管理課

令和７年６月１日

令和７年度
大竹市 防災セミナー

• カリキュラム
• 現状説明
• 令和７年度事業説明
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本セミナーの目的

〇自主防災組織の活動推進

〇自主防災組織の設立支援



時 刻 時間 項 目 担 当 配布資料

１２：３０ 受付開始 大竹市危機管理課 なし

13:00-13:05 ５分
・あいさつ
・カリキュラム説明

大竹市危機管理課

13:05-13:30 25分
・大竹市の現状
・令和７年度事業説明

13:30-14:30
30分 ・自主防災組織活動発表 玖波一丁目自主防災会

（会長 賀屋 幸治 氏）30分 ・質疑応答

14:30-14:40 10分 （休 憩）

14:40-15:40 60分
・自主防災組織指導
（講演）

広島県
自主防災アドバイザー
（柳迫 長三 氏）

15:40-16:00 20分 全般質疑応答

大竹市危機管理課
１６：００

アンケート記入
閉会・解散
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カリキュラム令和７年度 大竹市 防災セミナー
６月１日（日） 会場 ：アゼリア大竹 ２階 大集会室

１７：００ 会場閉館
県配布
封筒

市配布封筒
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凡例 長机大180ｘ90cm
長机小180x45cm

研修員席

大竹会館2階 大集会室

受付

（自由席）座席指定はありません。
天
井
ス
ク
リ
ー
ン

全７６席 2人掛ⅹ２０
3人掛ⅹ１２



現状説明
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自主防・設立状況（大竹市）大竹市の現状

自治会関係 対象外 計

自主防災組織
設立済 ４０ １ ４１
未設立 １７ １７

6



ステップアップ訓練の状況
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大竹市の現状
呼びかけ体制
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大竹市の現状 自主防災・助成金の状況

助成額：最大2万円



令和７年度事業説明

１ 自主防災組織設立支援

２ 呼びかけ体制（ステップアップ訓練）

３ 防災リーダー（新規・フォローアップ研修）

４ その他（助成制度の紹介）

9

要領変更



１ 自主防災組織設立支援

スマホで確認⇒ 10



令和２年度～ 広島県が各市町と共同で推進中の事業
平成３０年７月豪雨の教訓に基づき、住民に早めの避
難を促すため、呼びかけを開始するタイミングや、呼びか
け方法などのルールを決めて、自主防災組織が大雨災
害に対して、効率的で効果的な呼びかけを行う仕組み

情報伝達
（避難）訓練

振返り
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②個別研修

地域防災タイムライン
組織作り指導

防災基礎
講習

③呼びかけ訓練
①個別
相談指導

大竹市
独自

２ 呼びかけ体制

ステップ
アップ訓練
大竹独自の
訓練方法



④ 補助金（最大2.5万円）
③ 呼びかけ訓練

② 個別研修

２巡目～
繰り返し
希望選択

①個別相談指導
・疑問解消
・方針の決定

② 個別研修
・基礎知識の習得
・訓練方法の検討

④ 補助金（最大10万円） 

③ 呼びかけ訓練
・実践
・検証

１巡目
希望選択
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６月：希望調査（各自主防災組織会長宛に送付）

７月：希望回答（自主防災組織毎に回答）

ステップアップ訓練呼びかけ体制

一旦終了
次年度再検討

一旦終了
次年度再検討

原則
ステップの省略
はできません。

令和７年度
要領変更
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個別相談指導

講師：広島県自主防災アドバイザー
対象：自主防災組織
内容：呼びかけ体制の取組に関する相談指導

（例） ・ 組織強化
・ 活動活性化
・ 訓練内容

実績（内容）
令和５年 ２月 玖波５丁目（活動活性化の指導）
令和５年 ３月 元町１丁目（訓練内容の指導「地震津波訓練」）
令和５年１２月 玖波１丁目（活動活性化の指導）
令和６年１２月 小方1･2丁目北（活動活性化の指導）
令和７年 １月 黒川連合（活動活性化の指導）
令和７年 ２月 油見連合（組織強化の指導）

ステップアップ訓練
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個別研修

時間 実施項目 講 師

９０分 防災基礎講習 大竹市職員

３０分 地域防災タイムライン説明 広島県
自主防災アドバイザー６０分 まちづくり・組織づくり指導 ※

３０分 呼びかけ訓練実施調整（訓練をする場合のみ）

※ DIG/WS集合訓練未実施の４組織 （小方２、大人原大迫、広原、谷尻）
が参加する場合は、DIG/WSを含めた内容で実施

１巡目

２巡目～

時間 実施項目 講 師

３０分
～９０分

防災基礎講習
（地域防災タイムライン）

大竹市職員

ステップアップ訓練 令和７年度
要領変更
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呼びかけ訓練

区分 １巡目 ２巡目～

情報伝達訓練
又は

避難訓練
（30分～１時間

程度）

一般的
な地区

土砂・洪水想定
土砂・洪水想定

又は
地震・津波想定

土砂・洪水
のない地区

地震・津波想定

振返り（30分程度） 要実施 要実施

講 師
自主防災
アドバイザー

市職員

ステップアップ訓練 令和７年度
要領変更
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（地震想定）実施方法

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒（又は注意））発表

呼びかける内容の作成

政府
気象庁

スマートホン（政府発信）
市防災メール・市LINE（市役所発信）
テレビ（政府発信）

住民に対する呼びかける内容の伝達

自
主
防
災
組
織

呼びかけの受取・備えの実施住民

呼びかけ訓練の範囲

受
信

呼びかけ訓練



17

今後の予定

申込方法
本セミナー後（６月中に）、
・ 各会長あてに希望調査書を郵送します。
・ 希望の有無を記載し回答して下さい。

回答期限 ７月２５日（金）必着

調査事項 ステップアップ訓練への参加希望の有無

対象組織 全ての自主防災組織

呼びかけ体制補助金の申請期限：８月15日（金）
助成額に限度があります。先着順に受理し、定数で締め切りとします。
定数 １巡目  （最大10万円） ：６組織

 ２巡目～（最大２万５千円）：４組織

ステップアップ訓練
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３ 防災リーダー（新規募集中）

防災リーダーとは

地域の防災対策の推進及び防災意識の普及を行い、自主防災
組織の育成・活性を図ることを目的として、大竹市が認定する制
度です。正式には、大竹市地域防災リーダーといいます。

令和７年度
申込期限９月30日
詳しくは市ＨＰ
をご覧ください

若い人 や

女性の方 など

お近くに希望者が
おられましたら
情報提供をお願いします。

いっしょに
やってみませんか



３ 防災リーダー（フォローアップ研修会）

項 目 内 容

対象者
大竹市地域防災リーダーの認定を受けた者
※ 新規募集ではありません

費用 無 料

会場 大竹市役所３階 大会議室

日程 令和７年11月15日（土）13時30分～16時30分

実施要領
ＨＰで公開済
（通知文書）８月に各自宛郵送予定

申込み 必要（参加希望調査票 要回答）

その他 午前中に認定される７期生が合流
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４ 助成制度

〇 設立時（資機材支給）

〇 自主防災組織（助成金）

〇 避難の呼びかけ体制（補助金）

〇 宝くじコミュニティ（助成金）
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助成制度

設立時（資機材支給）

支給機材例

機材名 限度数
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助成制度

自主防災組織助成金
助成額 最大２万円／年
毎年申請可能
申込期限：令和7年６月２０日（金）

実施計画書を提出
その他、細部はＨＰのとおり
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助成制度
避難の呼びかけ体制（補助金）

（令和７年度）
助成額 １巡目１０万円（６組織まで）

 ２巡目～２万５千円（年１回）（４組織まで）
 先着順に受理し、定数で締め切ります。

申請回数 各年１回
対象組織 ステップアップ訓練に参加し

呼びかけ訓練が完了すること
申請書提出期限（①②をともに満たすこと）

① 令和７年８月15日（金）
② 訓練最終段階予定日の1ヶ月前

実績報告書提出期限（③④をともに満たすこと）
③ 令和８年３月13日（金）
④ 訓練完了日から２週間以内
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令和７年度版
ホームページ作成中



助成制度

宝くじコミュニティ助成金
助成額 ３０～２００万円
対象組織 自主防災組織
申請後、審査により対象組織が選定されます。
対象組織の発表：本年度末
助成金支払い・購入：次年度
本年度申請分の実施要領は示されていません。
例年、８月末頃に実施要領が示されます。
⇒大竹市HPで速やかに公開します。
（個々の組織への連絡は行いません。）
市への申請書提出期限 ９月末日（必着）
令和７年度：〆切 ９月30日（火）（必着）

参考
審査が通らず、6回目（6年目）
で採用された事例があります。
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